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○新型コロナウイルス感染症
による制限の解除をうけ、学
校行事について地域への発
信していく
○地域行事活動への参加を
進めていく。

人間尊重の精神を基本にして、知・徳・体の調和のある生徒の育成

◎保健だより等の各担当から
の便り、ホームページでの発
信、メールの独自配信等積極
的に情報を発信する。
○学校開放月間の充実をか
かるとともに、より効果的な学
校開放の在り方を検討する。
○学校評価の取り組みを有効
に活かすことで、保護者・地
域・学校の信頼感を深める。
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豊かな心の育成

体育の実技授業についての、
『主体的に学習に取組む態
度』の観点評価がAを半分以
上に。

学校開放月間の期間中に学
校行事や授業公開による地域
への取組の充実で、学校評価
アンケートにおいて70％以上
の肯定的評価を得る。

健やかな体の育成 地域とともにある学校

○学習指導の工夫・改善と総
合的な学力向上をめざす『明
和中学校の授業づくり』のさら
なる充実。

確かな学力の向上

その他の課題

体育の授業での『主体的に学
習に取組む態度』の観点につ
いては、評価が高く、主体的に
授業に取組む生徒は多い。
また、養護教諭が保健だより
を毎月発行し、保健委員会と
協力して各種啓発のポスター
を掲示するなどの活動も継続
していきたい。

保護者。地域との連携・協力
については、教職員の意識と
しては88％が肯定的な評価を
している。
本年度は徐々に地域学習に
取組むことで進めてきた。今
後はさらに保護者や地域の
方々の協力を得て学校と地域
との信頼関係を深めていく。

学力の向上は、授業の工夫・
改善、授業力の向上が大切で
ある。本校では、生徒の状況
に応じた『明和中学校授業づく
り』をバージョンアップさせ取
組みを継続していかなければ
ならいと考えている。

◎各教科担任が「わかる授
業・「参加する授業」「楽しい授
業」等、主体的・対話的で深い
学びを目指し、授業力を高め
る。
◎各個人の授業力改善に、よ
り効果的な授業スタイルを確
立するために、計画的に授業
研究・研究協議を実施するこ
とで、教員の授業力向上によ
り生徒の学力向上を目指す。

◎保健体育の学習に対して校
内研修や勉強会を持つことに
よって、心と体の調和的発達
を図る。
○養護教諭を中心に健康安
全教育の実施を図る。
○思春期にみられる心と体の
アンバランスさの道理を指導
する。

本校は、地域の伝統文化を肌
で感じることのできる非常にい
い立地条件に恵まれている。
この環境を効果的に活かしな
がら、地域との協力をさらに前
面に出し、計画立案・実践を
行っていきたい。

健やかな体の育成の中心は、
保健体育の授業であると考え
ています。
保健体育科教員の指導力向
上により授業を充実し、生徒
の体力向上や日常生活で健
康に向かう力をつけさせていく
ことが重要だと考えている。

『私は、思いやりや優しさの気
持ちを大切にしている』という
項目において、肯定的な評価
が１年生94％、２年生97％、３
年生94％、全体で95％の高い
値になっている。友人関係で
つぎのステップとして、「思い
やりや優しさの気持ちを伝え
る」ことが大切だと意識を持た
せたい。

学校評価アンケートの結果を
見ると、「授業が楽しい」では、
１年生は82％、２年生では
75％、３年生は78％、全体で
78％の結果になった。「学習
内容をよく理解できている」で
は１年生は69％、２年生では
80％、３年生は81％、全体で
77％の結果になった。この項
目で全体では数ポイントで目
標値に達する。生徒の状況に
あった進め方をしていきたい。

学校評価アンケートでの「授
業が楽しい」「授業内容がよく
わかる」が80％以上を目指
す。

○学級づくりを通し、自分と仲
間を大切にし、よりよく生きて
いく力の育成。
○道徳教育の充実

◎「自分と仲間を大切にし、よ
りよく生きていく学級」をテーマ
に学級づくりの具体的指導方
法等を含めた研修を実施し担
任力を高める。
◎道徳教育充実のため、生徒
の周りにある身近な課題を見
つけ、実際の授業改善に向け
ての取組みを進める。
○学校行事等での目標及び
指導方法を明確にし、共有し
ていく。

学校評価アンケートの「私は、
思いやりややさしさの気持ち
を大切にしている」という項目
が95％という値である。大切さ
を、はっきりと意識させたい。

生徒が日常的に行っている友
だちとの関り、先生との関りか
ら、学級活動・生徒会活動、学
校行事さらには部活動まで含
めた学校での活動が、生徒の
心の発達を支えている。
学習活動や行事の「ねらい」を
確認しながら『豊かな心の育
成』に臨んでいきたい。

○保健体育科の授業の工夫・
改善による心と体の調和的育
成。
○健康安全教育の充実
○基本的生活習慣の確立


